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 研究課題１と研究課題２では，2009 年から 2015 年までの公認競技会において，100m 走の 30m 地点，
60m地点，および 90m地点の側方上の観客席から，各地点 1台で計 3台のハイスピードカメラを用いて，
対象者をスタートからゴールまでそれぞれ追従撮影した．撮影映像より，研究課題 1と研究課題 2では，




から 90m 地点まで，90m 地点からゴール（100m）地点までに要したステップ数を算出した．さらに，ス
タート地点からゴール（100m）地点，30m地点，60m地点，および 90m地点の通過までの平均支持時間，
平均滞空時間，および平均滞空比（平均滞空時間／平均支持時間）や，30m 地点の通過から 60m 地点の
通過まで，60m 地点の通過から 90m 地点の通過まで，および 90m 地点の通過からゴール（100m）地点の
通過までの平均支持時間，平均滞空時間，および平均滞空比を算出した． 
 研究課題 3 では，2009 年から 2013 年までの期間において，対象者に 60m の全力疾走を行わせ，45m








































































 なお，学力の確認は，人間総合科学研究科学位論文審査等実施細則第 11条を適用し免除とした． 
 よって，著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める． 
 
